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区分 取組内容

照明のLED化

再生可能エネルギー設備の導入（太陽光）

陸上電力供給施設の整備

高速船スーパージェット代替

内航定期船等の誘致（モーダルシフト）

照明のLED化、太陽光発電導入等

アンモニア専焼ガスタービン開発・発電への展開

既存道路の強化

緑地整備

ブルーインフラ（藻場）の整備

LNGへの燃料転換

再生可能エネルギー設備の導入（太陽光）

次世代燃料の導入

炉の高効率化

水銀灯・蛍光灯からLED照明へ取替え

目　　　標 ～令和5（2023）年度
中期

（～令和12（2030）年度）
長期

（～令和32（2050）年度）

【KPI 1】：CO2実質排出量 3,590千t-CO2/年 実質0千t-CO2/年

【凡　例】　　　　　　　　　：港湾脱炭素化促進事業　　　　　　　　　　　：将来構想

【KPI 2】：低・脱炭素型荷役機械の導入割合 28% 100%

ターミナル内

ターミナルを出入りする車両・船舶

ターミナル外


